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大樹町 SPACE COTAN NECネッツエスアイ

※ �本文中では、登壇者および企業・団体名の敬称を省略して表記

官民連携で宇宙産業の未来を共創する

ステークホルダーの声を起点とした価値創出

　　　 約40年前、過疎化や第一次産業の衰退が進むなか、
「町民が夢を持てる事業をつくりたい」と考えた町長が、航
空宇宙産業基地の誘致を始めました。当初は「夢物語」と
受け止められましたが、関係省庁へ足を運び、少しずつ理
解を広げてきました。

その後、民間による打ち
上げ需要の高まりなどを受
け、町独自の公共事業とし
てロケット打ち上げの射場
を整備・運営する道を選び
ました。東と南が海に開
け、周辺に人口密集地がな
いという地勢も、大樹町の
大きな強みです。

　　　 当社は大きく三つ
の領域で参画しています。
一つ目は宇宙戦略基金に
おける研究開発です。建
設が予定されている射場
Launch Complex 2（LC2）
で高頻度な打ち上げを可
能にするため、マルチベン
ダーに対応する無線通信シ
ステムを開発しています。二つ目は建設中の射場Launch 
Complex 1（LC1）内部のネットワーク構築です。三つ目は
大樹町へのまちづくりの提案です。宇宙産業と町がともに
発展することを目指し、ワークショップを通じて大樹町が今
後重点的に伸ばすべき機能を検討しています。
　　　 干場さまのお話にあったように、HOSPOではロ

北海道の南東部に位置する大樹町。約40年前、「町民が夢を持てる事業をつくりたい」という想い
から始まった挑戦は、民間に開かれた商業宇宙港「北海道スペースポート（HOSPO）」の整備へとつ
ながり、いま、宇宙産業を核とした新たなまちづくりが進んでいます。大樹町、HOSPOを運営する
SPACE COTAN、そして通信基盤の構築とまちづくりに携わるNECネッツエスアイ。それぞれの立
場から共創の歩みと宇宙産業を地域の未来へつなげる取り組みについて語り合いました。

対談

「夢物語」から始まった 
40年にわたる大樹町の挑戦

世界に開かれた宇宙港から、 
新たな産業を育てる

異なる技術をつなぎ、構想を形にする

菅 　　　 大樹町が長年育んできた構想を、持続可能な事業と
して形にすることが、私たちSPACE COTANの役割です。
大樹町とともに資金調達や技術的な検討を進め、国内外の
多様な事業者が利用できる、民間に開かれた商業宇宙港「北
海道スペースポート（HOSPO）」の整備と周辺地域の持続
的な発展に取り組んでいます。

HOSPOの特徴は、特定のロケットだけを対象とするので
はなく、垂直に打上げるロケットや、水平方向に離着陸する
スペースプレーンなど、多様な機体を受け入れられることで
す。宇宙港を核に企業や人材が集まり、新しい事業が生ま
れる「宇宙版シリコンバレー」をつくりたいと考えています。
　　　 当社は、SPACE COTANや大樹町との対話を重
ねながら、宇宙港の整備と、その先のまちづくりにどのよ
うに貢献できるかを検討してきました。
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　　　 最 大 の 課 題 は ロ
ケットを打ち上げるだけで
終わらせず持続的な産業に
育てていくことです。その
ためには、国内に魅力的な
射場と安定したサプライ
チェーンをつくる必要があ
ります。同時に、複雑な技
術をより使いやすく標準化
し、新たな企業が宇宙産業に参入しやすい環境を整えてい
くことも重要です。
　　　 このプロジェクトを起点に陸・海・空・宇宙のすべ
てを確かな通信技術でつなぎ、「通信のことなら当社に聞け
ば安心」と言っていただける存在でありたいと考えています。
　　　 現在、共通無線システムは実機開発段階を迎えてい
ます。SPACE COTANの要望を技術に落とし込み、機体ご
との仕様に柔軟に対応できる装置の実現を目指しています。
安全で持続的な打ち上げを技術面から支え、その成果を大
樹町が描くまちづくりにもつなげていきます。現場に寄り添
い、技術面から長く伴走するパートナーでありたいと思って
います。
　　　 10年後には、ロケットの打ち上げが日常の光景と
なり、子どもたちが宇宙を地域に根差した身近な仕事とし
て捉え、自然に宇宙を目指せる。そんな環境を大樹町につ
くりたいですね。

　　　 ロケット打ち上げは、騒音や立入規制などで漁業
や酪農をはじめ地域の多くの方々に影響します。そのた

　　　 LC1の公共整備は2026年9月末に一区切りを迎
え、IST社のZERO初号機打ち上げに向けた準備段階へ移
行します。今後は、LC1での高頻度な打ち上げの実現に
加え、本格的な商業打ち上げに対応する新たな射場LC2
整備の検討を進めていきます。

ケットごとに異なる仕様や
運用方法に対応できる地上
設備が求められます。開発
で重視したのは、個別の要
望に応えつつ、将来の利用
拡大を見据えて共通化で
きる部分を見極めることで
す。国内外のベンダーへの
ヒアリングを重ね、必要な

機能を整理し、その成果を打ち上げや追跡管制に使用する
「可搬局」の開発に活かしています。安全性に加え柔軟性と
拡張性を備えた仕組みを構築していきます。
　　　 当社には、JAXAの運用支援や種子島でのロケッ
ト打ち上げを長年支えてきたノウハウと実績があります。
また、自社製品に限らず、国内外のメーカーの機器を組み
合わせ、最適なシステムを構築するシステムインテグレー
ション力も強みです。

宇宙分野で培ってきた知見と、異なる技術を組み合わせ
る力を活かし、HOSPOに求められる通信基盤を整備して
いきます。

大樹町が進める「宇宙のまちづくり」

北海道大樹町では、約40年前から官民一体で「宇宙のまち
づくり」を推進しています。民間に開かれた商業宇宙港「北
海道スペースポート（HOSPO）」を核に、JAXAや民間企
業、大学等によるロケットの打ち上げや各種実験の拠点と
して発展を続けています。

地域に根差した宇宙産業の未来像

宇宙港から、持続的な産業へ

め、地域の皆さまのご理解と丁寧な調整が必須であり、技
術だけでロケットを打ち上げることはできません。多くの
手順書を作成するとともに、関係者との調整を進め、時間
をかけて準備していきます。
　　　 おっしゃる通り、ロケット開発に劣らず難しい調
整ですが、町とSPACE COTANが先頭に立って地域の皆
さまと丁寧に対話し、信頼の醸成に努めています。宇宙産
業を長く続くものにしていくためには、地域と事業者が理
解を深め、力を合わせることが欠かせません。
　　　 私たちも、その土地を深く知らなければ、本当に必
要な提案はできないと考えています。そこで、十勝で合宿
を行い、地域の歴史や農業について学びました。宇宙産業
をきっかけに移住したSPACE COTANの社員や当社のエ
ンジニアが交流し、地域の暮らしや産業とのつながりを踏
まえて、まちづくりを見つめる機会にもなりました。地域
の皆さまとともに宇宙産業と地域社会が共生できる持続可
能な施策を考えることも、私たちの役割です。
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社会やお客さまの持続的な発展・成長を支えることが自らの持続的成長につながるという考えのもとでサステナビリティ方針を策定、マテリアリティを特定し、企業活動や事業を通じて安全
安心で快適な暮らしの実現や地球環境の維持・改善に向けてステークホルダーの皆さまとともに取り組んでいます。

当社グループの目指す社会像の実現に向けて、社会の持続的発展への貢献と自社の持続
的な成長のための重要な取り組みを、マテリアリティとして6項目特定しています。

NECネッツエスアイのサステナビリティ

NECネッツエスアイグループは「コミュニケーションで創る包括的で持続可能な社会」 の
実現に向け、企業活動や事業を通じて、安心・安全で快適な暮らしおよび地球環境の維持、
改善に向けステークホルダーの皆様とともに取り組んでまいります。​

事業活動全般で環境負荷低減や気候変動による影響低減に努めます。ICTソリューション・
サービスの提供においては、ライフサイクルの各段階で環境に影響を与えていることを認
識し、環境負荷低減に向け、省資源、省エネルギーの推進、廃棄物などによる環境汚染の
予防に努めます。

環境（Environment）

お客さまの課題解決に向け、高品質でセキュアな製品・サービスを安定的に提供し、新し
い社会価値を創造し続けます。従業員にとっての「well-being」の向上により一人ひと
りが活き活きと輝く環境づくりを進めます。さらに多様な個性をもった従業員がイノベー
ション力を十分に活かし新たな価値を創出します。取引先との相互の信頼関係を築き公正
な取引を行います。地域社会を含むコミュニティーの活性化を継続的に推進します。

社会（Social）

経営環境の変化に対応して迅速かつ適正な意思決定を行うことができる経営体制をとると
ともに、適時・適切な開示を行うことで経営の透明性および健全性の確保に努めます。

ガバナンス（Governance）

サステナビリティ方針

2021年12月20日 制定

  サステナビリティマネジメント

▌NECネッツエスアイグループのマテリアリティ

年齢や性別、国籍等にかかわらず、
また、どんな環境に置かれた人で
も平等に、誰もが場所を選ばずに
活き活きと働き、自己実現できる
環境を提供していきます。

誰もがより活き活きと働ける
環境の創造

最先端のモバイル技術等を活用し
た盤石な通信基盤の上にさまざま
な情報サービスが提供され、人々
が、安全で便利かつ、楽しく豊かに
暮らせる生活を実現していきます。

先進テクノロジーを活かした 
楽しく豊かな生活

高い品質と全国展開力で、安全安
心なサービスを実現し、経済の成
長に欠かせないICTの発展・高度
化を支えていきます。

持続的に発展する社会の安全安心を 
支える万全なサービスの提供

2030年に向けた社会への価値提供の取り組み

◦�変化と挑戦を奨励する文化の
促進

◦�お客さま視点を重視した、共創
と自社実践の加速

新たな価値を創出する
イノベーション力の強化

◦�社員にとっての「Well-being」の
向上

◦�闊達な議論を促進し、自己成長
を実感できる企業風土の強化

一人ひとりが活き活きと
輝く環境づくり

◦�あらゆるステークホルダーとの
対話を通じたガバナンスの強化

◦�多様化に応じたコンプライアン
スの促進

健全で透明性の高い経営

自社の成長のための取り組み
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製造現場では、生産性向上と技能継承
の両立に向け、データを活用した継続的
な改善活動が進んでいます。重要なのは、
データを集めるだけでなく、現場の気づき
や工夫を次の行動へ結び付けることです。

NECネッツエスアイは、お客さまの目指す姿をともに描き、人や設備に関する情報を可視化。現場と経営が共通
の情報をもとに対話し、改善を重ねられるよう伴走しています。設備の稼働状況や作業実績から改善の効果を確か
め、小さな成果を積み重ねながら、データを生かす視点の定着を図っています。さらに、蓄積された知見やノウハ
ウを組織全体で共有し、品質と生産性の向上に加え、技能継承や人材育成にもつなげています。AI・デジタルを働
く人の力へと変え、主体的な改善と新たな挑戦を促し、現場から進化が続く製造現場の実現を後押ししています。

働
く
環
境
か
ら
変
え
る
、自
治
体
の
未
来

2040年に向けて生産年齢人口の減少が見込まれ、働き方も多様化するなか、自治体には、限
られた人材で多様な行政ニーズに応える、持続的な行政サービスの提供が求められます。それに
は、旧来の業務や職場のあり方を見直し、一人ひとりが力を発揮できる働き方への転換が不可欠
です。

ある自治体と進めたオフィス改革では、DX・AIを活用して、これまで以上の成果を出すため
にも、まずは働く環境の整備を改革の起点と捉えました。職員の声を吸い上げ、対話を重ねなが
ら理想の働き方を描き、空間・ICTを活用したオフィス環境の整備、運用ルールづくりまで一連
のプロセスを伴走しました。

その結果、仕事の進め方が加速し、チーム内外のコミュニケーションも格段に活性化。一人ひ
とりの行動が自然と変化し、改革に向けた前向きな機運が醸成されたとの声をいただいていま
す。働く環境が変わると、人と人とのつながりが深まり、意識や行動も少しずつ変わっていく。
その積み重ねが、職員の働きがいや組織の活力を高め、より良い行政サービスへとつながります。

当社は今後も、AI・デジタルを活かしながら自治体の歩みに寄り添い、誰もが自分らしく能
力を発揮できる環境づくりを通じて、地域の未来をともに支えていきます。

What We Create
データで進化する
製造現場01TOPIC

02TOPIC
事例自治体における働き方改革の取組の方向性

テレワークの
環境整備

ワーク・ライフ・
バランスの推進

AI-OCR
の活用

AI・ロボティクス
の活用

時間外勤務
からの解放

オフィス改革

効率的な事務作業

事務処理ミスの削減

AI

柔軟な働き方の実現 定型業務の自動処理

働きやすく

いきいきと 成果を出す

マテリアリティ

誰もがより活き活きと働ける
環境の創造

年齢・性別・国籍・環境にかかわらず、AI・ 
デジタルも活用しながら、誰もが能力を発揮し
自己実現できる環境を提供していきます。
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走
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D
X
の
輪
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設備稼働安定
異常対応加速

工程

不良数減
手直し残業減

生産性向上
業務効率化

原価改善

利益の最大化
企業価値向上

業務プロセス変革

上流からの目的整理

小さな成功体験を繰り返す

経費 ━xx%
受注 +xx%

部門

工場

全社

経営
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What We Create
マテリアリティ

先進テクノロジーを活かした 
楽しく豊かな生活

最先端のモバイル技術等を活用した盤石な通信
基盤の上にさまざまな情報サービスが提供され、
人々が、安全で便利かつ、楽しく豊かに暮らせる
生活を実現していきます。 東海林 直子

マーケティングストラテジー&オペレーションズ本部長

技術を届け、その先の価値を支える

つながることが、暮らしの安心や便利さを生み出します。
離れた人との会話も、必要な情報をすぐに受け取れる日常も、
安定した通信基盤に支えられています。NECネッツエスアイ
は、NECグループの価値創造モデル「BluStellar」のもと、
モバイル技術などを組み合わせ、構築から運用・保守、改善
までを見据えた仕組みづくりに取り組んでいます。

BluStellarの取り組みをさらに前進させるのが、NESIC
ホールディングス各社の連携です。NECネッツエスアイの全
国の拠点と構築・運用力に、NECフィールディングの保守・
サービスの専門性と現場対応力、NECネクサソリューション
ズの幅広い業種・業務で培った知見を組み合わせます。各社

の強みを結集し、お客さまの課題に応えながら、通信環境や
サービスを長く安心して利用できる環境をつくっています。

新しい技術を暮らしに活かすため、実際に使う人の声や、
運用のなかで見えてきた課題を改善につなげます。そこで得
た知見を共有し、より使いやすく信頼できる仕組みへ磨き上
げる。その積み重ねによって、通信基盤の上に新しいサービ
スや体験が広がっていきます。

先進技術と現場で培った人の力を結び、安心してつながる
日常から、便利さや楽しさが広がる豊かな暮らしへ。NEC
ネッツエスアイは、グループ各社との連携を活かし、一人ひ
とりの暮らしに寄り添う新たな価値を形にしていきます。

01TOPIC

AIなどテクノロジーの進化が加速する中、誰もがその価
値を享受できるよう、当社は先進技術を「現場で使える価値」
へと転換する取り組みを「BluStellar」として進めています。

ローカル5Gや放送と通信の融合を通じて、暮らしに新た
な価値を生み出し、社会の可能性を広げていきます。NEC
グループの先進技術とNESICホールディングス各社のシナ
ジーを結集し、安全で楽しく豊かに暮らせる未来を創って
いきます。

豊かな未来につながる社会価値をかたちに
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場所にとらわれない通信環境の実現へ 放送と通信の融合をめざす新たな研究開発

誰もが場所や環境にとらわれず、安心して快適に暮らせる社会の実現を目指し、
NECネッツエスアイはローカル5Gの社会実装に取り組んでいます。その中核となる
HYPERNOVAは、東京大学との共同研究を通じて得られた成果を活かし、必要な場
所に迅速に通信環境を構築できるシステムです。

近年、工場や建設現場、社会インフラの保守・点検などでは、映像やデータをリア
ルタイムで活用するニーズが高まっています。一方で、こうした現場では安定した通
信環境の確保が課題となることも少なくありません。そこで当社は、より小型・軽量
で、省エネルギー性にも優れ、さまざまな場所に設置しやすいローカル5G基地局の
研究開発※を進めています。この取り組みは、現場の業務効率化や安全性向上だけで
なく、防災・減災にも役立ちます。被災地や避難所、指令拠点で映像やセンサー情報
を共有し、関係機関を迅速につなぐ通信基盤としての活用が期待されており、富士山
火山防災や自治体の防災訓練でもその有効性を確認しています。

2025年7月には東京大学との社会連携講座を開設し、産学連携による社会実装を
さらに加速しました。当社はこれからも、最先端のモバイル技術と現場で培った技
術・運用ノウハウを活かし、通信を通じて誰もが安心してつながり、安全で便利かつ
豊かに暮らせる社会の実現に貢献していきます。

ケーブルテレビは、地域情報の伝達や災害時の情報提供を担う重要な情報インフラ
です。一方、築年数を経た集合住宅や山間部などの辺地共聴世帯では、光ファイバー
の敷設が難しく、4K・8K放送など高度なサービスの提供が課題となっています。こ
うした課題の解決に向け、NECネッツエスアイは総務省の研究開発プロジェクトの
もと、ローカル5Gを活用したIPマルチキャスト放送（特定の複数の宛先に同時配信
する仕組み）の実現を目指しています。

本取り組みは、工事・SIを中心に事業を展開してきた当社にとって、新たな領域へ
の挑戦です。ローカル5Gをはじめとする通信技術を活用し、ケーブルテレビ向けIP
マルチキャスト放送の高度化に向けた技術開発を進めています。現在はケーブルテレ
ビ事業者と連携し、フィールド実証に向けた技術検証を進めています。

特長は、複数のアンテナを活用して通信品質と伝送効率を高めるMIMO技術によ
り、放送に求められる高い信頼性と効率的なデータ伝送の両立を目指している点で
す。これにより、光ファイバーの整備が難しい地域でも高度な放送サービスの提供が
可能になり、情報格差の解消や災害時の情報伝達基盤の強化にもつながります。

さらに、当社の提案は国際標準化機関ITU-Tにおいて勧告J.154として発行され、
通信インフラ分野で培った技術力と知見が国際的に評価されました。今後も検証を重
ね、システムの高度化を図っていきます。 

02 03

What We Create
TOPIC TOPIC

※ �本取り組みは、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の補助事業「ポスト5G情報通
信システム基盤強化研究開発事業（JPNP20017）」として実施

※ �L5G：ローカル5G

L5G※

RAN

SDR サーバ部

MEC
AI制御

5Gコア
築年数を経た集合住宅におけるローカル5Gを活用したケーブルテレビサービス

ローカル5Gで伝達

辺地共聴世帯に対するローカル5Gを活用したケーブルテレビサービス

5G基地局

受信設備

光ファイバーの屋内敷設が困難・高コスト

同軸ケーブル

受信設備

光ファイバーの敷設が高コスト

受信設備

ローカル5Gで伝達

5G基地局受信設備
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What We Create
マテリアリティ

持続的に発展する社会の安全安心を
支える万全なサービスの提供

高い品質と全国展開力で、安全安心なサービス
を実現し、経済の成長に欠かせないICTの発展・
高度化を支えていきます。

全国に広がる現場力で支える安全安心

社会や企業活動に欠かせない通信インフラ。その安定運用
を24時間365日体制で担い、安全安心なICTサービスの継
続提供を実現しているのが、NECネッツエスアイの全国保守
体制です。全国124拠点に広がる保守ネットワークと高度な
オペレーションにより、高品質かつ迅速な保守サービスを提
供し、ICT基盤の発展・高度化を支えています。

当社の保守サービスは、大手通信キャリアのネットワーク
設備をはじめ、放送・メディア設備、郵便局、官公庁、企業
のICTシステムなど幅広い領域を対象としています。なかで
も通信局舎やデータセンター、法人拠点を対象とした保守で
は、障害発生時の駆け付け対応や部材配送を行い、ネットワー
クの安定運用に寄与しています。24時間365日対応のコー

ルセンターを起点に、テクニカルサポート、フィールドエン
ジニアの手配・統制、保守部材の物流までを一体的に運営す
ることで、全国どこでも迅速な復旧対応を実現しています。
さらに、全国各地で活動するエンジニアが地域特性や現場状
況に応じた対応を行うことで、災害時を含むさまざまな場面
においても安定したサービス提供を可能にしています。

今後は、AIやデジタル技術を活用した受付業務や要員手配
の効率化、現場支援の高度化を進めることで、持続可能で強
靭な保守サービス体制の実現を目指します。これからも全国
に広がる現場力と高い品質を強みに、社会や企業活動を支え
る重要なインフラの安定運用に貢献していきます。

01TOPIC

野口 亨史

取締役執行役員常務 
兼 システムズエンジニアリングサービス事業本部長

安全安心な社会は、日々の現場を支え続ける積み重ねの
先にあります。私たちは、お客さまやパートナーとともに
システムを構築し、運用・保守を通じて社会インフラを守
り抜いてきました。

培ってきた多様な知見と技術を結集し、平時から有事
まで途切れることのない“つながり”を形にしていきます。
当社はこれからも、人々が安心して快適に暮らせる社会の
実現に全力を尽くします。

社会インフラのその先へ
― 知見をつなぎ、安心して暮らせる社会を ―

保守作業の様子（訓練時）
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海底観測装置

消防DXが切り拓く次世代の消防・救急 海底から、日本の防災を支える

近年、自然災害の激甚化や高齢化の進展により、消防・救急サービスに求められる
役割はますます大きくなっています。一方で、救急需要の増加や担い手不足など、消
防現場を取り巻く課題は複雑化しています。

NECネッツエスアイは、こうした課題の解決に向け、消防DXに取り組んでいます。
消防指令システム、消防無線システムをはじめとする基盤領域にAI技術やデータ活
用を組み合わせることで、迅速かつ的確な意思決定や業務効率化を実現し、消防・救
急活動の変革につなげています。

当社の強みは、通報受理から出動判断、現場活動、医療機関との連携まで、消防・
救急業務全体を俯瞰し、現場の課題に総合的に対応できる点です。また、災害・救急
活動を通じて蓄積された多様なデータを分析し、消防活動の見える化や情報利用を促
すことで、意思決定の迅速化・精度向上を図り、消防力の強化に結び付けています。

人命を預かる消防システムには、極めて高い品質と信頼性が不可欠です。だからこ
そ当社は、これまでの導入実績から培った知見とICTを融合し、現場に即した確実性
と使いやすさを追求しています。

今後も消防DXを通じて消防・救急活動の変革を加速するとともに、地域社会のレ
ジリエンス向上と社会インフラの進化を後押ししていきます。

日本は世界有数の地震・津波多発国であり、人々の命や暮らしを守るには、迅速で
正確な防災情報が欠かせません。NECネッツエスアイは、海底地震・津波観測シス
テムの構築から運用支援・保守までを通じて、日本の防災インフラを支えています。

北海道沖から房総沖をカバーするS-net、南海トラフ地震の想定震源域をカバーす
る東南海ケーブルシステム、DONET、N-netなどの海底観測網は、緊急地震速報や
津波情報、自治体の防災活動、地震・津波研究を支える重要な基盤です。海底で観測
されたデータは、防災情報や地震・津波研究に活用されており、こうした技術や知見
は海外の海底観測プロジェクトにも展開されています。

当社は、防災科研やJAMSTEC、気象庁との対話を重ねながら、観測に求められる要
件を具体化し、システムの構築から運用・保守までを担ってきました。長年にわたり主要
な海底地震・津波観測網の整備と運用を支えてきた経験を活かし、長期運用を見据えた
システムづくりに取り組んでいます。深海に設置され、容易に修理できない海底システ
ムには長期安定稼働が求められるため、設計段階から保守性や信頼性を重視しています。

停止が許されない重要な社会基盤である観測網を、継続的な運用支援と保守によっ
て安定稼働させることが、迅速で正確な防災情報の提供を支えています。当社はこれ
からも、防災インフラの安定運用を通じて、人々の安全安心な暮らしと持続的に発展
する社会の実現を目指します。

02 03

What We Create
TOPIC TOPIC

消防DX 救急DX
救急医療の質の向上

緊急通報DX

◦ 通報手段の多様化
◦ リアルタイムな現場状況把握
◦ 情報共有の精度向上と効率化

◦ AIを用いた傷病者情報の入力支援
◦ 医療機関との迅速な情報共有
◦ 影響度を考慮した新しい車両選別

音声通報からデータ通報へ

予防DX

◦ 各許可申請の効率化
◦ 予防業務ノウハウの伝承

事務処理の迅速化・効率化

現場活動DX
災害指揮現場対応の高度化 消防OAシステム

指令管制DX

指令管制システムのAI化

省力化・省人化 
そして無人化へ

消防HUB

台湾
MACHO

S-net 
（日本海溝海底地震津波観測網）

DONET（地震・津波観測監視システム）

Ｎ-net（南海トラフ海底地震津波観測網）

気象庁（東南海ケーブル式常時海底 
地震観測システム）◦ クラウド車両位置管理

◦ 無線音声通信のテキスト化
◦ データ・映像共有による指揮統制の高度化
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What We Create

マテリアリティ

健全で透明性の高い経営

実効性あるガバナンスと情報セキュリティの強化
を通じて、社会の信頼に応える健全で透明性の高
い経営を推進します。

菅江 美佐子

執行役員
兼 CDivO（チーフダイバーシティオフィサー）

一人ひとりの気づきを、誠実な行動へ

NECネッツエスアイグループでは、コンプライアンスを企
業文化として根づかせ、一人ひとりが自律的に判断し、行動
できる組織を目指すため、毎年1月17日を「NECネッツエ
スアイグループ・コンプライアンスの日」と定めています。
これは、過去の不正事案の教訓を風化させることなく受け継
ぎ、誠実な企業活動の原点を振り返る日です。また、11月
18日の「NECコンプライアンスの日」とあわせて、経営トッ
プが全役員・従業員等へメッセージを発信し、自らの判断や
行動を見つめ直す機会としています。

2025年度の「NECネッツエスアイグループ・コンプライ
アンスの日」では、約3,000名が参加するタウンホールミー
ティングを開催しました。社長と法務コンプライアンス部長

による対談では、変化の時代に求められるインテグリティ（高
い倫理観と誠実さ）や、違和感を見過ごさず声をあげることの
重要性を発信しました。

また、実際の業務で起こり得る事例を題材に、「自分ならど
う判断し、行動するか」を参加者とともに考え、理解を深め
ました。さらに、コンプライアンス研修等を通じて寄せられ
た約5,000件の「インテグリティ宣言」の一部を共有すると
ともに、参加者一人ひとりが自らの行動を振り返り、実践す
る誠実な行動を宣言しました。

今後も、高い倫理観と誠実さに基づく判断と行動を積み重
ねることで、コンプライアンスを企業文化として定着させて
いきます。

01TOPIC

健全で透明性の高い経営は、適切な意思決定と事業運
営を支え、お客さまやパートナー、従業員との信頼関係
を築く企業価値向上の基盤です。

その実現には、効果的で効率的なガバナンスの仕組み
と、一人ひとりが当事者として自覚を持ち、誠実な判断
と行動を重ねることが欠かせません。変化のスピードが
増す中でも、現場起点の挑戦と健全なガバナンスを両立
し、持続的な成長につなげていきます。

信頼と成長を支える経営基盤

  ガバナンス

「コンプライアンスの日」タウンホールミーティングの様子
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STEP1

体制をつくる

STEP3

体制を強くする

STEP2

自社で実践する

サイバー脅威に備え、信頼を守る Security by Designによる安全安心の提供

守るべき情報が増え、サイバー攻撃の脅威も複雑になる今、情報セキュリティは事
業の継続と社会からの信頼を支える経営基盤です。NECネッツエスアイグループは、
お客さま、お取引先、そして当社グループの大切な情報資産を守ることを重要な経営
課題と位置付けています。

サイバー攻撃の高度化・巧妙化やクラウドサービスの利用拡大などにより、備えるべ
き領域は広がり続けています。このような環境変化に対応するため、リスク・コンプラ
イアンス委員会が重点リスクを特定し、情報セキュリティ委員会を中心に、リスク評価
や教育・啓発、監査、インシデントの分析と再発防止を推進しています。各組織にも情
報セキュリティ管理推進者を配置し、事業特性に応じた管理を全社で徹底しています。

技術面では、ゼロトラストの考え方に基づくアクセス管理や多要素認証をはじめ、
防御・検知・対応力を強化しています。クラウドサービスやサプライチェーンに関す
るリスクへの対策を進めるとともに、NIST Cybersecurity Framework※1なども
参考に、継続的な改善に取り組んでいます。

万一のインシデントにも迅速かつ着実に対応します。NESIC-CSIRT※2を中心に最
新の脅威情報を収集し、実践的な訓練や人材育成を推進。一人ひとりの意識と組織の
対応力を高めながら、変化するリスクに強い経営基盤を築き、持続的な企業価値向上
につなげていきます。

デジタルの可能性を、確かな安心のもとで広げていく。NECネッツエスアイグルー
プは、お客さまに提供する製品・システム・サービスに企画段階からセキュリティを
組み込み、安全性を品質の一部としてつくり込んでいます。

その基盤となるのが「Security by Design」の考え方です。企画・提案から設計、
開発、テスト、運用・保守まで、一貫したセキュリティ対策を講じています。脆弱性管
理やセキュアコーディングなどサービスライフサイクル全体を通じたセキュリティ対策
を推進し、開発後に対策を補完するのではなく、あらかじめリスクを見据えることで、
製品・サービスの安全性と品質を高めています。こうした考え方は、生成AIをはじめ
とする新たな技術に対しても貫かれています。機密情報や個人情報の保護、人権・プ
ライバシーへの配慮、著作権や法令の遵守、説明責任と透明性の確保を重視し、NEC
グループの方針および統制基準に基づくAIガバナンスを推進しています。利用ルール
の整備や教育・啓発を通じ、適切に活用できる環境づくりにも取り組んでいます。

さらに、AIを利用するサービスにはセキュリティ基準とガードレールを適用し、情
報漏えいの防止、不適切利用の抑止、アクセス制御、ログ管理を徹底しています。新
たな技術だからこそ、その価値だけでなく影響にも責任を持って向き合う。技術革新
とリスク管理を両立させ、デジタルへの信頼を育んでいきます。

02 03

What We Create
TOPIC TOPIC

※1 NIST Cybersecurity Framework（米国国立標準技術研究所が策定したサイバーセキュリティの指針）
※2 NESIC-CSIRT：NECネッツエスアイグループのセキュリティインシデント対応チーム
※3 SOCはお客さま向け外販サービス。その運用を自社にも適用し、NESIC-CSIRT と一体で体制を強化しています

・�経営が統括し、NESIC-CSIRT
を構築

・�脅威情報の収集・分析、インシ
デント対応

・�実践的な訓練と人材育成を
推進

・�外販サービスであるSOC※3を
自ら運用

・�24時間365日、自社ネットワー
クを監視・検知

・�ゼロトラスト／多要素認証で
防御を強化

・�実践で得た知見をCSIRT運用
へ反映

・�同じ知見を外販サービスの品
質へ還元

・�NIST CSFを参考に継続的に
改善

NEC
サイバーセキュリティ 

技術統括部

支援、技術情報・ 
施策展開、点検指示・

是正指導
情報展開、対策推進、

点検・是正指導

点検結果報告
事故発生時の報告

支援依頼、技術相談、
点検結果報告

任命・指示

事業部内の体制（例）

指示 報告
報告

経営システム
本部

事業部長

セキュリティ対策決定、
実施状況点検

システム・サービスのプロジェクト

セキュア開発運用実践者

プロジェクト責任者

営業 SE開発者 運用保守
担当者

  情報セキュリティ

セキュア
開発運用
推進者
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What We Create
マテリアリティ

新たな価値を創出する 
イノベーション力の強化

NECネッツエスアイは、挑戦する企業文化の醸
成と、お客さまとの共創・自社実践の加速を通じ
て、新たな価値創造を推進し、社会とともに成長
し続けます。

新たな価値創造を支えるのは、変化を捉え、自ら試し、次の
実践へつなげる企業文化です。総務部では、社内を支える役割
にとどまらず、業務や社会との接点で得た気づきを、新たな仕
組みへと具体化しています。その一つが、「データと科学に基
づく、戦略的オフィス構築」です。働き方が変化するなか、経
験や勘だけに頼るのではなく、AI等を活用した統計分析により、
オフィス施策の効果をデータに基づいて検証するアプローチを
導入しました。営業利益率とエンゲージメントの相関分析を通
じて、「部門・チームとしてのマネジメント」が重要な要因で
あることを特定。さらに社内アンケートを通じてオフィス環境
が寄与できる要素を抽出し、目指す姿と連動した3カ年のKPI
を設定しました。この考え方を具体化した取り組みの一つが、

MSCセンタービルのオフィスリニューアルです。建物の制約を
踏まえながら、リモートを含めたチームの協働を促す空間へと
再構築しました。KPIによる検証と改善を重ね、オフィスを組
織の活性化と価値創造を支える経営資源へと進化させるととも
に、そこで得た知見をお客さまへの提案にも生かしています。

総務部の挑戦は、オフィスづくりにとどまりません。AI
ナレッジ基盤、全社の事業継続を支える「デジタル災害対策
室」、南極観測の知見を次世代育成につなぐ「南極くらぶ」を
含む4つの実践が評価され、月刊総務主催の「総務アワード
2025」に入賞しました。今後も、自社実践で得た学びを組
織の力へと変え、挑戦と実践を重ねながら、新たな価値を生
み出す企業文化を醸成していきます。

挑戦を形にする、総務発の自社実践01TOPIC

芦田 潤司

取締役執行役員専務
兼 CFO（チーフフィナンシャルオフィサー）

当社の価値創造の源泉は、「自社実践」と「共創」の
DNAにあります。自ら実践するなかで得られた経験やノ
ウハウをデータやナレッジとして蓄積・活用し、新たな価
値へとつなげることで競争力の向上を図っています。

また、その成果をお客さまやパートナーとの共創へと展
開し、価値創造の輪を広げています。Lite & Quickの精
神のもと、挑戦と実践を重ねながら、価値創造を進化させ
ていきます。

自社実践と共創が生み出す価値創造の進化

戦略的オフィス構築の考え方を反映したMSCセンタービル
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重点パートナー向け新入社員合同研修の様子

現場知見とAIが実現する安全品質管理 パートナーとの共創基盤を支える人材育成

NECネッツエスアイは、社会インフラを支える企業として、安全・品質を事業活
動の根幹と位置付けています。より高い品質と安全を持続的に実現していくため、
2024年度にSQCC（Safety Quality Control Center）を設立し、2025年度から
本格運用を開始しました。

SQCCでは、施工・SIサービス・製品の各領域を対象に、有識者によるレビューや
第三者視点でのチェックを実施し、作業品質の向上と事故の未然防止に取り組んでい
ます。また、現場で発生する品質課題の分析や改善活動を通じて、全社横断での安全
品質ガバナンスの強化を推進しています。

さらに、長年にわたり蓄積してきた現場知見と品質データをAIに組み込み、
「SQCC有識者AIサービス」を開発。作業手順書の確認や改善提案を生成AIが支援
することで、品質レベルの平準化と業務効率化を実現しています。これにより、有識
者レビューの効率化と品質向上を両立し、時間や場所を問わず活用できる仕組みの整
備を進めています。加えて、AIを活用した安全品質管理モデルの特許出願にも取り
組み、現場ノウハウの知財化を推進しています。これらの取り組みを通じて、現場で
培った知見をデータとAIによって再現性の高い仕組みへと発展させ、品質向上を支
える基盤づくりにつなげています。 　

今後も、現場力とDX・AIの融合によって安全品質マネジメントを高度化するととも
に、高品質なサービス提供基盤の確立と安全品質事故ゼロの実現を目指していきます。

新たな価値を創出し続けるためには、企業の枠を超えた人材同士のつながりと相互
理解が欠かせません。当社は、主要取引先との連携強化を目的とした「重点パート
ナー制度」を2010年から運用し、共創による価値創出を推進しています。その一環
として、2025年度より重点パートナー向けの新入社員合同研修を開始しました。

現場業務を支える重点パートナーとの対話を重ねるなかで、特に中小企業において、
人材育成が共通する経営課題であることが明らかになりました。そこで当社は、個社
だけでは解決が難しい課題に共同で取り組む仕組みとして本研修を企画しました。

研修では、社会人としての基礎知識の習得に加え、企業や業種をまたぐ人的ネット
ワークの構築を重視しています。参加者同士が学び合い、交流することで、将来の協
業や共創につながる関係性を育むとともに、合同実施による人材育成の効率化も図っ
ています。

研修は、調達取引先でありビジネススクールを運営するサンワグループさまとの協
働により企画・運営しました。受講者からは、「今後の業務に活用できる」「新たな人
とのつながりを築くことができた」といった声が寄せられています。

本研修は、人材育成にとどまらず、多様な企業の人材が交流し、将来の協業や新た
な価値創出につながる共創基盤づくりを育む取り組みです。今後も、多様な知見や人
材が結び付く共創の輪を広げ、持続的な価値創出につなげていきます。

02 03

What We Create
TOPIC TOPIC

  調達活動  SQCC

芝浦本社SQCC 日本橋SQCC　
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What We Create
マテリアリティ

一人ひとりが活き活きと輝く 
環境づくり

NECネッツエスアイは、社員一人ひとりが健や
かに、自分らしく力を発揮できる環境づくりを
進めています。

中島 一朗
執行役員 兼 人事部長

Well-beingを育む健康経営

当社は、人材戦略の基本方針として「健康経営の推
進」を掲げています。当社の価値創出の源泉は「人」
です。社員が心身ともに健康で、それぞれの能力を最
大限に発揮できることが、持続的な成長につながると
考えています。そのため、社員のWell-beingと組織
エンゲージメントの向上を重要な経営課題と位置付け、
健康経営を推進しています。一方で、生活習慣病やメ
ンタルヘルスをはじめとする健康課題への対応など、
総合的な健康の維持・増進に向けた取り組みの重要性
が高まっています。

こうした課題に対応するため、当社は「こころ」「体」
「環境」の3つの領域において、「健康風土づくり」「予防」
「重症化予防」の観点から、働き方改革や健康意識の向
上に積極的に取り組んでいます。さらに、その取り組
みを社員だけでなく、当社と関わりのある企業や地域
社会へも広げることで、Well-beingの向上と健康で活
力ある社会の実現に貢献しています。今後も健康経営
を重要な経営基盤の一つとして位置付け、社員ととも
に持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指して
います。

01TOPIC

社員が自分らしく力を発揮し、成長を実感できること
は、新たな価値を生み出す原動力となります。

当社は、互いを尊重し、個性や強みを活かせる環境づく
りを進めています。日々の対話を通じて、安心して挑戦
し、成長できるよう支えていきます。誰もが仕事に誇りや
やりがいを感じながら、活き活きと活躍できる会社であり
続けたいと考えています。

個性と強みが活きる組織へ

  健康経営の推進

健康経営への理解促進に向けた講演会

健康マスター検定の
取得を推奨し、
総取得者数は
約2,500名に到達。
企業別合格者数ランキング
では第5位となりました。
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社員の挑戦と成果を称える表彰式

互いを知り、想いをつなぐ 一人ひとりの声を、組織の力に

社員それぞれの想いや価値観の背景には、異なる経験や大切にしていることがあり
ます。そうした背景を知り、認め合うことが、自分らしく働ける組織の出発点です。
私たちは、一人ひとりが「挑戦し、成長し続ける個人」として、自分らしさを大切に
しながら働ける環境づくりを進めています。

そこで2025年度から、NECグループ共通の価値観である「NEC Way」と、社
員の信念や志を表す「My Way」を基軸に会社とのつながりを考える「NEC Way 
セッション」を展開しています。2025年度は、社員が自らの経験や価値観を振り返
り、それらをチームで共有することをゴールとして取り組みました。

この取り組みを促進するため、2026年度は大野社長の「まずは互いを知ることか
ら始めたい」との想いのもと、1on1を通じた「My Wayの相互理解」にも注力し
ています。日々の業務を離れ、仕事で大切にしていることや価値観、その背景にある
経験について語り合い、相互理解を深める機会としています。 

セッション後のアンケートでは、対象者約5,100名のうち52％が「NEC Wayへ
の共感が高まった」と回答し、43％が「価値観の共有によって判断軸が明確になった」
と答えています。互いの価値観や想いを知り、認め合うことで生まれる相互理解と信
頼が、自律的な行動や協働を支える土台となっています。

私たちは、社員一人ひとりが働きがいや成長を実感しながら力を発揮できる組織づ
くりに取り組んでいます。その実現に向け、エンゲージメントを重要な指標と位置付
けています。社員と会社、社員同士が信頼関係でつながり、共通の目標に向かって前
向きに行動できる状態を目指し、さまざまな施策を推進しています。

その一つが、経営層と社員が直接意見を交わすタウンホールミーティングです。会
社が目指す組織の姿や、各職場で進めるよりよい職場づくりの取り組みを共有すると
ともに、社員の声に耳を傾け、より良い働き方や組織のあり方を、ともに考える機会
としています。若手社員の声を踏まえたモバイルモニターの追加配備など、寄せられ
た声を具体的な改善にもつなげています。

また、社員の挑戦や成果を称え、組織全体の活性化につなげるため、全社表彰制度
を刷新しました。業績への貢献に加え、NEC Wayに基づく行動や価値創出も評価
し、成果に至るまでの工夫やプロセスを全社で共有しています。受賞者を称えるだけ
でなく、優れた取り組みを広く発信することで、互いを認め合い、高め合う文化の醸
成を目指しています。参加者アンケートでは、表彰式に参加した社員の95%が「仕
事のモチベーションにつながった」と回答しました。私たちはこれからも、対話と称
賛を通じて、一人ひとりが活き活きと活躍できる環境づくりを進めていきます。

02 03

What We Create
TOPIC TOPIC

NEC Way（会社の志） My Way（個人の志）

信　念

志

行　動
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What We Create

エンゲージメント

社会との共感と信頼の醸成

地域やコミュニティとの関わりを深める活動や情報
発信を通じて、共感と信頼を育み、より良い社会
づくりに貢献しています。

NECネッツエスアイは、従業員一人ひとりが地域やコミュニ
ティに主体的に関わり、その発展に貢献する社会貢献活動を推
進しています。2025年度は、社員の「やってみたい」という
想いを活動につなげるボランティアサークルを設立しました。

社員の趣味や特技、経験を生かし、次世代育成や地域交流、
高齢者・子ども支援、寄付、清掃活動など、さまざまなテーマで仲間とつながりながら参加できる仕組み
です。活動を「知る」「応援する」「参加する」という段階を設け、一人ひとりが自分に合った形で踏み出せ
る環境を整えました。こうした活動を通じて、地域の課題に向き合うだけでなく、社員が新たな視点や気
づきを得て、仕事や組織へ持ち帰ることも大切にしています。これからも、社員の自発的な思いを社会と
の接点へと育て、社内外に社会貢献の輪を広げていきます。

「やってみたい」を、 
社会を良くする力へ01TOPIC

社員の想いや価値創造を伝える「SPOTLIGHT」02TOPIC

ボランティアサークル主催のワークショップ
（港区立産業振興センター）

NECネッツエスアイでは、事業の最前線で活躍する社員を紹介する動画企画
「SPOTLIGHT」を展開しています。番組には、お客さまの課題解決に取り組む営業担当、
社会インフラを支えるエンジニア、新たなサービス創出に挑む企画担当、地域に密着し
て価値を届ける社員など、多彩なフィールドで活躍する社員が登場します。

動画では、仕事にかける想いや日々の取り組みを本人の言葉で語るとともに、成果を
生み出した工夫やこだわり、仲間と協力しながら困難を乗り越えてきた歩みを紹介して
います。また、普段は知る機会の少ない業務の裏側や仕事に向き合う姿勢を、当社公式
YouTubeチャンネルを通じて社内外へ発信しています。

本企画を通じて、社員一人ひとりの情熱や知見、価値創造への取り組みを広く届ける
とともに、「お客さまにとって、最良のTransformationパートナーに」の実現を目指
していきます。

SPOTLIGHT配信中

NECネッツエスアイレポート2026
W

hat W
e Create

29



（t-CO₂）

（年度）2030（目標）20252020

8,062
1,048

7,014

767

■ Scope1　　■ Scope2（マーケット基準）

2030年度
カーボンニュートラル

◦ Scope1・2・3実績と目標値（単体）

（年度）

（t-CO₂）

2040（目標）2030（目標）2020

1,071,261

530,000
（暫定目標）

2025

987,047 2040年度
カーボンニュートラル

◦ Scope1・2実績と目標値（単体）

経済産業省主催 表彰式の様子

自社実践に基づくDX・クラウドサービスによる
脱炭素価値の提供

パ
ー
ト
ナ
ー
の
脱
炭
素
活
動
を
伴
走
支
援

NECネッツエスアイは、Scope1・2・3を対象に温室効果ガス排出量の削減に取り組んでいます。
Scope1・2は2030年度実質ゼロを目標とし、Scope2では2024年度に実質ゼロを達成しました。

排出量の大半を占めるScope3については、2030年度50％削減（2020年度比）、2040年度実質ゼロ
を目指しています。

当社は、自社の環境対応や業務改革の実践を通じて培った知見・成果を活かし、
DX・クラウドサービスを中心としたICTソリューションを提供しています。業務プロ
セスの高度化とエネルギー利用の最適化を両立することで、お客さまの生産性向上と
脱炭素経営の実現を支援しています。さらに、各ソリューションによるCO₂削減貢献
量を算定・可視化し、環境価値を定量的かつ分かりやすく提示。自社実践で培った知
見の社会実装を通じて、お客さまのGX推進と環境価値創出を後押ししています。

当社は2026年6月、経済産業省主催のパートナーシップ構築シ
ンポジウムにおいて、「パートナーシップ構築大賞」の「テーマ特別
賞（GX表彰）」を受賞しました。
 パートナーとの連携を通じた脱炭素化の推進を重要テーマと位置
付け、経営層によるトップコミットメントの発信やパートナー評価
制度との連動、CO₂算定ワークショップや個別相談会等の取り組み
を伴走支援で実施しています。これらの取り組みを通じて、パート
ナーの温室効果ガス排出量の把握・削減を支援し、サプライチェー
ン全体の脱炭素化につなげています。

01

What We Create

TOPIC

02TOPIC

環境

NECエコ・アクションプラン2030に
基づく環境価値創出

NECグループの環境経営計画「NECエコ・アクション
プラン2030」のもと、脱炭素、資源循環、生物多様性
を重点領域として取り組みを推進しています。自社の環
境負荷低減とICTを活用した環境価値の創出を通じて、
環境課題の解決と持続可能な社会の実現に貢献します。

脱炭素経営

自社実践（当社）

クラウド・DXで実践

業務デジタル化

省エネ最適化

CO₂見える化

削減貢献量の算定

削減量を数値化

顧客への提案

同じ仕組みを展開し
環境価値を提供

顧客価値

CO₂削減・
脱炭素経営の実現

CO₂削減

脱炭素社会の実現に向けて

自社実践の知見・効果を継続的に改善し、提案価値を向上

●●
t-co2

  環境
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https://www.nesic.co.jp/sustainability/environment/index.html

